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山

海

里

ま
ち
の

話
題

か
い

さ
ん

り

阿
久
和
区
･
樫
曲
区
姉
妹
集
落
縁
組

30
周
年
記
念
式
典

末
永
い
お
つ
き
あ
い

　

６
月
27
日
、
阿
久
和
区
と
敦
賀
市
樫
曲
区
に
よ
る

姉
妹
集
落
縁
組
30
周
年
記
念
式
典
が
、
花
は
す
温
泉

そ
ま
や
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
南
北
朝
時

代
に
活
躍
し
た
杣
山
城
主
瓜
生
保
の
縁
で
、
昭
和
55

年
に
結
ば
れ
た
も
の
で
す
。
式
典
に
は
両
区
民
ら
関

係
者
約
80
人
が
出
席
。
和
田
阿
久
和
区
長
と
藤
木
樫

曲
区
長
が「
集
落
間
で
の
姉
妹
縁
組
は
め
ず
ら
し
い
。

今
後
も
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
後
に
は
祝
賀
会
が

催
さ
れ
、
30
周
年
の
節
目
を
祝
う
と
と
も
に
、
末
永

い
交
流
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

南
条
地
区
文
化
協
議
会
発
表
会

練
習
の
成
果
を
堂
々
披
露

　

６
月
27
日
、
第
32
回
南
条
地
区
文
化
協
議
会
発
表

会
が
、南
条
文
化
会
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
ビ
ー
な
ど
で
は
水
墨
画
や
書
道
、
陶
芸
、
写
真
、

絵
手
紙
、
草
木
染
、
手
芸
な
ど
の
力
作
が
数
多
く
展

示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
ま

た
、
美
術
愛
好
会
会
員
や
囲
碁
同
好
会
会
員
が
集
ま

り
、
自
慢
の
品
や
腕
前
を
披
露
し
ま
し
た
。
午
後
か

ら
の
舞
台
発
表
で
は
、
合
唱
や
民
踊
、
詩
吟
、
謡
曲
、

大
正
琴
、
日
本
舞
踊
、
盆
踊
り
な
ど
に
加
え
、
今
庄

地
区
の
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
と
河
野
地
区
の
甲
楽
城

来
い
と
さ
保
存
会
も
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
堂
々
と
披
露
。
観
客
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

第
18　
回
は
す
ま
つ
り

ピ
ン
ク
、
白
、
赤
紫
…
大
輪
の
ハ
ス
艶
や
か
に

　

７
月
３
日
、
花
は
す
公
園
で
、
第
18
回
は
す
ま
つ

り
が
開
幕
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
式
で
は
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
と
く
す
玉
割
り
が
行
わ
れ
、
８
月
８
日
ま
で

開
催
さ
れ
る
ま
つ
り
の
開
幕
を
祝
い
ま
し
た
。

　

２
つ
の
観
賞
池
と
８
つ
の
観
賞
園
を
持
つ
３
・
３

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
園
内
で
は
、
日
本
、
中
国
、

ベ
ト
ナ
ム
、
ネ
パ
ー
ル
、
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
ブ

ラ
ジ
ル
な
ど
世
界
各
地
の
花
ハ
ス
約
１
２
０
種
を
栽

培
。
今
年
の
開
花
は
６
月
25
日
と
例
年
よ
り
遅
め
で

し
た
が
、
日
が
経
つ
ご
と
に
次
々
と
色
と
り
ど
り
の

花
が
咲
き
ま
し
た
。
ま
つ
り
に
訪
れ
た
人
た
ち
は
園

内
を
散
策
し
な
が
ら
、
ピ
ン
ク
、
白
、
赤
紫
と
艶
や

か
に
咲
き
誇
る
大
輪
の
花
を
写
真
に
撮
る
な
ど
思
い

思
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
ハ
ス
の
葉
に

穴
を
開
け
茎
か
ら
ジ
ュ
ー
ス
や
ワ
イ
ン
な
ど
を
飲
む

象
鼻
杯
、
ハ
ス
の
繊
維
を
使
っ
た
色
紙
作
り
、
ハ
ス

の
葉
や
茎
か
ら
抽
出
し
た
「
は
す
エ
キ
ス
」
を
入
れ

た
足
湯
、「
は
す
う
ど
ん
」「
は
す
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」

「
は
す
ロ
ウ
ソ
ク
」
な
ど
ハ
ス
を
使
っ
た
食
べ
物
や

お
土
産
も
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
花
ハ
ス
を
模
し
た
「
花
は
す
灯
ろ
う
」
の

点
灯
が
始
ま
る
と
、
ぼ
ん
や
り
と
し
た
明
か
り
が
水

面
を
包
み
込
み
、
幻
想
的
な
世
界
を
演
出
。
７
月
17

日
の
夜
に
は
、
観
賞
池
の
周
り
に
盆
踊
り
の
輪
が
広

が
り
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て
見
頃
と
な
る
の

は
、
陽
山
紅
（
よ
う
ざ
ん
こ
う
）、
漁
山
紅
蓮
（
ぎ

ょ
ざ
ん
こ
う
れ
ん
）、
玉
泉
寺
妙
蓮
（
ぎ
ょ
く
せ
ん

じ
み
ょ
う
れ
ん
）
な
ど
。
も
う
し
ば
ら
く
の
間
、
花

ハ
ス
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

南
越
前
町
自
警
消
防
隊
連
絡
協
議
会

小
型
ポ
ン
プ
操
法
大
会

消
火
技
術
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
競
う

　

７
月
４
日
、
南
越
前
町
自
警
消
防
隊
連
絡
協
議
会

の
小
型
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
、
今
庄
中
部
地
区
農
業

集
落
排
水
処
理
施
設
前
の
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
自
警
消
防
隊
員
の
士
気
の
高
揚
と
初

期
消
火
の
た
め
の
必
要
な
技
術
の
習
得
、
隊
員
相
互

の
融
和
強
調
、
消
防
体
制
の
充
実
強
化
を
目
的
に
毎

年
行
わ
れ
、今
回
は
15
集
落
か
ら
17
チ
ー
ム
が
参
加
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

操
法
は
、
指
揮
者
の
号
令
に
合
わ
せ
て
３
本
の
ホ

ー
ス
を
つ
な
ぎ
、
的
に
向
け
て
放
水
。
ど
の
チ
ー
ム

も
全
力
で
走
り
、
素
早
く
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぐ
な
ど
培

っ
た
技
術
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
披
露
す
る
と
、
審
査

員
が
そ
の
動
作
の
規
律
や
正
確
性
、
タ
イ
ム
な
ど
を

採
点
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

上
野
自
警
消
防
隊
Ｂ

次　

勝　

上
野
自
警
消
防
隊
Ａ

３　

位　

桜
町
自
警
消
防
隊
Ｂ

優
秀
隊　

脇
本
自
警
消
防
隊
、桜
町
自
警
消
防
隊
Ａ
、

　
　
　
　

阿
久
和
自
警
消
防
隊

　

ま
た
、
火
災
の
予
防
警
戒
、
地
域
に
お
け
る
防
災

活
動
に
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
次
の
自
警
消
防
隊

と
隊
員
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

優
良
隊　

八
飯
自
警
消
防
隊

優
良
隊
員

　

竹
内
隆
幸
さ
ん
（
大
門
）・
井
上
馨
さ
ん
（
天
王
）・

　

赤
澤
勇
さ
ん（
八
飯
）・
嶋
田
宣
行
さ
ん（
下
新
道
）・

　

嶋
﨑
勝
輝
さ
ん
（
阿
久
和
）・
森
貴
之
さ
ん
（
上
野
）

南
越
前
町
福
祉
団
体
連
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ス
ポ
ー
ツ
で
親
睦
深
め

　

７
月
４
日
、
南
条
小
学
校
体
育
館
で
、
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
や
身
体
障
害
者
連
合
会
、
婦
人
福
祉
協
議

会
な
ど
町
内
７
福
祉
団
体
の
会
員
約
２
９
０
人
が
一

堂
に
集
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
各
団
体
の
融
和

を
図
り
、
会
員
の
健
康
増
進
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
会
式
後
、全
員
で
準
備
体
操
を
し
て
競
技
開
始
。

10
人
で
協
力
し
な
が
ら
頭
上
で
大
玉
を
送
る
ボ
ー
ル

送
り
リ
レ
ー
や
空
き
缶
立
て
競
争
、
紅
白
玉
入
れ
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。選
手
ら
は
、

わ
き
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
競
技
に
参
加
。
応
援
席
か

ら
は
歓
声
や
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

誠
蓮
（
ま
こ
と
ば
す
）
初
出
荷

桃
色
鮮
や
か
　
新
盆
用
、
関
東
方
面
へ

　

堂
宮
、
金
粕
、
上
野
の
花
ハ
ス
生
産
農
家
で
、
７

月
８
日
午
前
４
時
半
ご
ろ
か
ら
、
誠
蓮
の
刈
り
取
り

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
誠
蓮
は
、
農
家
９
軒
で
約

13
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ハ
ス
田
に
作
付
け
ら
れ
て
お
り
、

花
弁
が
多
く
、
花
が
長
持
ち
す
る
の
が
特
徴
。
農
家

の
人
た
ち
は
ひ
ざ
ま
で
ハ
ス
田
に
つ
か
り
、
背
丈
ほ

ど
も
あ
る
葉
を
か
き
分
け
な
が
ら
、
桃
色
の
つ
ぼ
み

を
傷
め
な
い
よ
う
一
本
一
本
丁
寧
に
鎌
を
入
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
春
先
の
低
温
で
生
育
が
遅
れ
て
い
る
も

の
の
、色
つ
や
は
良
好
と
の
こ
と
。
刈
り
取
り
後
は
、

各
農
家
で
20
本
ず
つ
に
束
ね
て
箱
詰
め
し
、
午
後
４

時
に
南
条
蓮
生
産
組
合
か
ら
新
盆
用
と
し
て
関
東
方

面
に
約
３
５
、０
０
０
本
を
初
出
荷
し
ま
し
た
。


